
外交 Vol.70 Nov./Dec. 2021 130

　

南
ア
フ
リ
カ
（
南
ア
）
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
）
体
制

の
廃
止
を
主
導
し
た
と
し
て
、
故
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
と
と
も

に
一
九
九
三
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
南
ア
の
元
大
統
領

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
レ
ム
・
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
が
一
一
月
一
一
日
、

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
自
宅
で
死
去
し
た
。
八
五
歳
だ
っ
た
。
Ｆ
Ｗ
デ
ク

ラ
ー
ク
財
団
に
よ
る
と
、
中
皮
腫
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

デ
ク
ラ
ー
ク
氏
の
死
去
を
受
け
て
、
南
ア
の
シ
リ
ル
・
ラ
マ
ポ
ー

ザ
大
統
領
は
声
明
を
発
表
し
、「
一
九
九
〇
年
代
の
民
主
主
義
へ
の

立
命
館
大
学
教
授

白
戸
圭
一

ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
と
力
を
合
わ
せ
、

南
ア
フ
リ
カ
の
新
し
い
民
主
主
義
を
構
築
し
た
指
導
者
が
亡
く
な
っ
た
。

彼
の
業
績
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

「
マ
ン
デ
ラ=

デ
ク
ラ
ー
ク
」
後
も
続
く
同
国
の
課
題
―
―
。

成
長
と
再
分
配
を
め
ぐ
る
政
治
の
苦
闘
を
描
き
出
す
。

し
ら
と　

け
い
い
ち　

毎
日
新
聞
外
信
部
、
政

治
部
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
支
局
、
北
米
総
局
（
ワ

シ
ン
ト
ン
）
勤
務
、
三
井
物
産
戦
略
研
究
所
欧

露
中
東
ア
フ
リ
カ
室
長
な
ど
を
経
て
、
現
職
。

専
門
は
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
。
著
書
に
『
ル
ポ 

資
源
大
陸
ア
フ
リ
カ
』『
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
』『
ア
フ

リ
カ
を
見
る 

ア
フ
リ
カ
か
ら
見
る
』
な
ど
。

追
悼 

デ
ク
ラ
ー
ク
元
南
ア
フ
リ
カ
大
統
領

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
廃
止
の
英
断
と

そ
の
先
の
課
題

一
九
九
〇
年
五
月
、
そ
ろ
っ
て
記
者
会
見
に
応
じ

る
デ
ク
ラ
ー
ク
大
統
領
・
国
民
党
党
首
（
左
）
と

ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
指
導
者
の
ネ
ル

ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
（
Ｒ
Ｅ
Ｘ
／
ア
フ
ロ
）

流
動
化
す
る
ア
フ
リ
カ
情
勢
③
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移
行
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
同
氏
の
政
治
的
功
績
を
称
え

た
。
さ
ら
に
、
大
統
領
は
声
明
で
「
彼
は
自
身
の
政
治
的
支
持
者
た

ち
か
ら
の
猛
烈
な
反
発
が
あ
る
中
で
、
政
党
の
禁
止
を
解
除
し
、
政

治
犯
を
釈
放
し
、
解
放
運
動
と
の
交
渉
を
開
始
す
る
と
い
う
勇
気
あ

る
決
断
を
下
し
た
」
と
最
大
限
の
賛
辞
を
送
っ
た
。

　

ラ
マ
ポ
ー
ザ
大
統
領
の
声
明
が
言
及
し
て
い
る
通
り
、
デ
ク
ラ
ー

ク
氏
の
功
績
が
称
賛
さ
れ
る
の
は
、
同
氏
が
白
人
政
権
最
後
の
大
統

領
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
の
上
で
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
廃
止
に

向
け
た
扉
を
開
け
た
立
役
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
が
一
九
九
一
年
二
月
の
南
ア
議
会
で

の
演
説
で
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
廃
止
と
い
う
歴
史
的
決
断
を
明

言
し
て
か
ら
、
既
に
三
〇
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
マ
ン
デ
ラ
氏

が
世
界
中
で
広
く
尊
敬
さ
れ
て
き
た
「
二
〇
世
紀
最
後
の
偉
人
」
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
に
光
が

当
た
る
機
会
は
格
段
に
少
な
く
、
日
本
に
お
い
て
は
中
高
年
世
代
以

上
の
記
憶
の
中
の
人
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な

い
だ
ろ
う
。
若
い
世
代
の
読
者
の
中
に
は
、
同
氏
の
政
治
的
業
績
は

お
ろ
か
、
そ
の
名
前
す
ら
知
ら
な
い
人
が
い
る
に
違
い
な
い
。
筆
者

は
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
が
、
今
や
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
」
と

い
う
単
語
す
ら
知
ら
な
い
大
学
生
も
少
な
く
な
い
。

　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
廃
止
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
廃
止
の
過
程
で

デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
何
を
し
た
の
か
。
こ
の
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
問

い
を
考
え
る
こ
と
で
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
廃
止
か
ら
三
〇
年
後
の
現

在
の
南
ア
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

改
革
の
扉
を
開
け
た
デ
ク
ラ
ー
ク
氏

　

欧
州
か
ら
渡
来
し
た
白
人
た
ち
が
、
現
在
の
南
ア
の
地
に
植
民
地

を
建
設
し
た
の
は
一
七
世
紀
半
ば
で
あ
る
。
人
種
的
に
は
圧
倒
的
少

数
派
で
あ
る
欧
州
人
の
子
孫
た
ち
は
そ
の
後
、
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で

約
三
〇
〇
年
か
け
て
、
政
治
、
経
済
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
先

住
民
族
の
ア
フ
リ
カ
人
を
支
配
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
き
た
。

そ
し
て
一
九
四
八
年
の
総
選
挙
で
、
オ
ラ
ン
ダ
系
住
民
の
子
孫
で
あ

る
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
ー
の
政
党
で
あ
る
国
民
党
が
政
権
を
掌
握
し
、
本

格
的
な
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
マ
ラ

ン
、
ス
ト
レ
イ
ダ
ム
、
フ
ル
ブ
ル
ト
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
ボ
タ
と
五

人
の
国
民
党
党
首
が
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
構
築
と
維
持
に
邁
進

し
、デ
ク
ラ
ー
ク
氏
が
六
代
目
の
国
民
党
党
首
の
座
に
就
い
た
の
は
、

八
九
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
任
の
ボ
タ
大
統
領
（
国
民
党
党

首
）
が
病
気
で
倒
れ
、
急
遽
行
わ
れ
た
党
首
選
で
僅
差
で
当
選
し
た

の
だ
っ
た
。

　

デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
三
六
年
、
曽
祖
父
が
国
会
議
員
、
父
が
元
労
相

と
い
う
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
ー
政
治
家
一
家
に
生
を
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受
け
た
。
大
学
を
卒
業
後
、
弁
護
士
を
経
て
一
九
七
二
年
に
国
民
党

か
ら
国
会
議
員
に
初
当
選
し
、
郵
政
相
、
教
育
相
な
ど
を
歴
任
し
て

き
た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
の
南
ア
に
は
、
白
人
で
あ
り
な
が
ら

人
種
差
別
に
反
対
し
た
政
治
家
や
活
動
家
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し

た
。
そ
う
し
た
人
々
に
比
べ
れ
ば
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
出
自
と
経
歴

か
ら
い
っ
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
中
心
で
生
き
て
き
た
人
物
で

あ
り
、
同
氏
が
党
首
に
選
出
さ
れ
た
時
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
完
全

廃
止
に
向
け
た
改
革
が
始
ま
る
と
予
想
し
た
人
は
少
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
八
九
年
九
月
に
大
統
領
に
就
任
す

る
と
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
廃
止
に
向
け
た
施
策
を
次
々
と
打
ち
出

し
た
。
同
年
一
〇
月
に
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
の
指
導
者

八
人
を
釈
放
し
、
翌
九
〇
年
二
月
の
議
会
演
説
で
は
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
や
南

ア
共
産
党
な
ど
長
年
に
わ
た
っ
て
非
合
法
化
し
て
い
た
反
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
政
党
の
合
法
化
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
二
月
一
一
日
に
は
、

国
家
反
逆
罪
で
二
七
年
間
服
役
し
て
い
た
マ
ン
デ
ラ
氏
を
無
条
件
で

釈
放
し
、
世
界
を
驚
か
せ
た
。

　

デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
、そ
の
一
年
後
の
九
一
年
二
月
の
議
会
演
説
で
、

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
を
支
え
て
き
た
法
律
の
完
全
廃
止
を
明
言
。

お
よ
そ
三
〇
〇
も
あ
っ
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
関
連
法
は
、
同
年
六
月

の
南
ア
議
会
で
全
廃
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
Ａ
Ｎ
Ｃ

を
含
む
南
ア
国
内
の
全
て
の
政
治
勢
力
と
の
対
話
を
通
し
て
新
た
な

民
主
主
義
国
家
の
青
写
真
を
構
想
し
、
そ
の
結
果
、
九
四
年
四
月
に

全
人
種
が
参
加
し
た
初
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
マ
ン
デ
ラ
氏
率
い
る

Ａ
Ｎ
Ｃ
が
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
た
。
南
ア
の
大
統
領
は
直
接
選
出

制
で
は
な
く
議
会
が
選
ぶ
た
め
、
マ
ン
デ
ラ
氏
が
新
生
南
ア
の
大
統

領
に
就
任
し
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
そ
の
下
で
副
大
統
領
を
務
め
た
。

そ
し
て
九
六
年
に
副
大
統
領
を
辞
す
と
、
翌
九
七
年
に
六
一
歳
の
若

さ
で
政
界
を
引
退
し
た
。
マ
ン
デ
ラ
氏
と
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
共

同
受
賞
は
、
民
主
化
に
向
け
た
一
連
の
功
績
を
称
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。

今
な
お
割
れ
る
評
価

　

Ｆ
Ｗ
デ
ク
ラ
ー
ク
財
団
は
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
の
死
亡
直
後
に
、
生
前

に
撮
影
さ
れ
た
同
氏
の
「
遺
言
」
の
動
画
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開

し
た
。
同
氏
は
闘
病
で
す
っ
か
り
瘦
せ
た
喉
を
震
わ
せ
な
が
ら
「
こ

れ
は
私
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
」
と
声
を
絞
り
出
し
、
若
い
頃
に

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
上
で
、「
八
〇

年
代
初
頭
か
ら
考
え
が
完
全
に
変
わ
っ
た
」「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が

南
ア
の
黒
人
や
イ
ン
ド
人
ら
に
も
た
ら
し
た
苦
痛
、
侮
辱
、
損
害
に

つ
い
て
無
条
件
で
謝
罪
す
る
」
と
謝
罪
し
た
。

　

死
去
に
際
し
て
は
、
南
ア
国
外
か
ら
も
そ
の
死
を
悼
む
声
が
寄
せ

ら
れ
、
英
国
の
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
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デ
ラ
を
解
放
し
、
彼
と
一
緒
に
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
終
わ
ら
せ
、
南

ア
フ
リ
カ
に
民
主
主
義
を
も
た
ら
す
こ
と
で
歴
史
の
流
れ
を
変
え
た

リ
ー
ダ
ー
」
と
同
氏
を
称
え
る
声
明
を
出
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
国
際
社
会
の
声
と
は
裏
腹
に
、
南

ア
社
会
に
は
同
氏
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
存
在
し
て
き
た
。

同
氏
の
死
去
に
際
し
、
Ａ
Ｐ
通
信
は
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
を
「
論
争
を
呼

ぶ
人
物
（controversial figure

）」
と
形
容
し
た
。
ま
た
、
南
ア

の
最
大
都
市
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
代
表
的
新
聞
で
あ
る
ス
タ
ー
紙

は
、
死
去
に
際
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

　
「
彼
は
世
界
で
は
尊
敬
さ
れ
、
マ
ン
デ
ラ
氏
と
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

共
有
し
た
が
、
一
九
九
四
年
の
全
人
種
参
加
選
挙
に
至
る
激
動
期
の

政
治
暴
力
の
抑
制
に
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
憤
っ
た
多
く

の
黒
人
か
ら
蔑
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
デ
ク
ラ
ー
ク
の
国
民
党
の
下
で

長
い
間
国
を
支
配
し
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
の
入
植
者
の
子

孫
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
ー
の
白
人
右
翼
た
ち
は
、
彼
を
裏
切
り
者

と
見
な
し
た
」

　

南
ア
フ
リ
カ
放
送
協
会（
S
A
B
C
）は
死
去
を
伝
え
る
放
送
で
、

「
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
が
政
府
に
い
た
時
期
に
行
わ
れ
た
暗
殺
な
ど
の
残

虐
行
為
に
つ
い
て
、
彼
は
責
任
を
問
わ
れ
な
か
っ
た
」
な
ど
と
同
氏

を
批
判
す
る
声
を
紹
介
し
た
。
南
ア
の
人
口
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め

る
黒
人
大
衆
が
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
に
向
け
る
視
線
は
、
半
ば
無
条
件
で

英
雄
視
さ
れ
て
き
た
マ
ン
デ
ラ
氏
と
は
対
照
的
に
、
死
し
て
も
な
お

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

残
さ
れ
た
手
付
か
ず
の
課
題

　

黒
人
大
衆
の
間
で
は
今
も
批
判
が
絶
え
な
い
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
だ

が
、
彼
が
マ
ン
デ
ラ
氏
と
と
も
に
民
主
国
家
南
ア
の
誕
生
に
向
け
た

道
筋
を
付
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
、

後
世
の
南
ア
の
政
治
指
導
者
に
大
き
な
課
題
を
残
し
た
ま
ま
、
こ
の

世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。よ
り
正
確
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、デ
ク
ラ
ー

ク
氏
だ
け
が
課
題
を
残
し
た
の
で
は
な
く
、
平
和
裏
な
権
力
移
行
の

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
マ
ン
デ
ラ
氏
も
、
そ
の
課
題
に
は
手
を
付
け
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
に
形
成
さ
れ
た
南
ア
社

会
の
巨
大
な
経
済
格
差
を
ど
の
よ
う
に
縮
小
し
て
い
く
か
と
い
う
課

題
で
あ
る
。
民
主
化
後
三
〇
年
間
の
南
ア
は
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
と
マ

ン
デ
ラ
氏
が
手
を
付
け
な
か
っ
た
課
題
を
解
く
た
め
に
試
行
錯
誤
を

続
け
、
最
適
解
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
今
な
お
も
が
き
続
け
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
下
で
非
合
法
化
さ
れ
て
い
た
一
九
八
〇
年

代
の
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
、南
ア
フ
リ
カ
共
産
党（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｐ
）の
影
響
を
受
け
、

企
業
や
農
場
の
国
有
化
と
い
っ
た
ソ
連
型
の
社
会
主
義
的
な
経
済
政

策
を
提
唱
し
て
い
た
。
だ
が
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
ソ
連
崩
壊
を
受
け
て
国
有
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化
路
線
を
放
棄
し
、
九
四
年
の
全
人
種
参
加
選
挙
で
は
、
支
持
基
盤

で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ
）
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
た
ち
が
作
成
し
た
復
興
開
発
計
画
（
Ｒ
Ｄ
Ｐ
）
と
称
す
る
経

済
政
策
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
。
Ｒ
Ｄ
Ｐ
は
積
極
財
政
に
よ
っ
て
住

宅
建
設
、
上
下
水
道
の
整
備
、
土
地
の
再
分
配
、
雇
用
創
出
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
っ
た
貧
困
層
向
け
の
再
分
配
を
強
力
に
推
進

す
る
政
策
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
マ
ン
デ
ラ
氏
率
い
る
総
選
挙
後
の
新
政
府
は
、
Ｒ
Ｄ
Ｐ
を

国
家
の
政
策
と
し
て
正
式
承
認
し
た
も
の
の
、
重
大
な
方
針
変
更
を

行
っ
た
。
Ａ
Ｎ
Ｃ
が
選
挙
前
に
掲
げ
た
Ｒ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
法
人
税
率
の

ア
ッ
プ
や
累
進
課
税
を
前
提
と
す
る
積
極
財
政
が
謳
わ
れ
て
い
た

が
、
政
策
と
な
っ
た
Ｒ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
率
い
る
国
民
党

の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
の
主
張
を
取
り
入
れ
、
緊
縮
財
政
の
維
持
に

重
点
が
置
か
れ
た
。
国
民
党
系
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
は
、
経
済
活

動
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
巨
額

の
財
政
出
動
を
伴
う
Ｒ
Ｄ
Ｐ
を
批
判
し
て
い
た
。
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
、
白
人

が
所
有
す
る
巨
大
企
業
へ
の
課
税
強
化
な
ど
を
強
行
す
れ
ば
資
本
逃

避
が
起
こ
り
、
経
済
が
大
混
乱
す
る
と
判
断
し
て
国
民
党
に
譲
歩
し

た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
九
年
に
マ
ン
デ
ラ
氏
が
引
退
す
る
と
、
後
を
継
い
だ
タ

ボ
・
ム
ベ
キ
大
統
領
は
Ｒ
Ｄ
Ｐ
を
ほ
ぼ
完
全
に
棚
上
げ
し
、
大
企
業

を
重
視
す
る
成
長
戦
略
に
明
確
に
舵
を
切
っ
た
。
人
種
間
の
格
差
是

正
を
名
目
に
、
一
部
の
富
裕
な
黒
人
を
さ
ら
に
裕
福
に
す
る
政
策
が

と
ら
れ
た
結
果
、
黒
人
社
会
内
部
の
階
層
分
化
が
急
速
に
進
行
し
た

が
、
ス
マ
ー
ト
で
合
理
的
に
見
え
る
ム
ベ
キ
政
権
の
政
策
は
外
国
の

政
府
・
企
業
か
ら
好
意
的
に
評
価
さ
れ
、
企
業
の
対
南
ア
投
資
が
活

発
化
し
た
。
南
ア
産
の
各
種
天
然
資
源
の
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど
の

外
的
要
因
も
追
い
風
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
南
ア
は
経
済

成
長
を
謳
歌
し
た
。

　

し
か
し
、
順
風
満
帆
で
あ
る
か
に
見
え
た
ム
ベ
キ
大
統
領
は
、

二
〇
〇
七
年
一
二
月
の
Ａ
Ｎ
Ｃ
党
大
会
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
党
総

裁
選
で
、
副
大
統
領
だ
っ
た
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ズ
マ
氏
に
敗
れ
た
。
ム

ベ
キ
氏
は
大
企
業
重
視
の
エ
リ
ー
ト
主
義
者
と
し
て
貧
富
の
差
を
拡

大
さ
せ
た
と
し
て
、
国
内
の
貧
困
層
、
若
年
層
、
さ
ら
に
は
Ｒ
Ｄ
Ｐ

を
葬
ら
れ
た
こ
と
に
恨
み
を
抱
く
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ
と
南
ア
共
産
党
か

ら
強
い
批
判
を
浴
び
て
お
り
、
こ
れ
ら
勢
力
の
批
判
の
声
を
糾
合
し

た
ズ
マ
氏
が
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
党
内
で
過
半
数
の
支
持
を
得
て
ム
ベ
キ
氏
を

党
首
の
座
か
ら
追
い
や
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
化
し
た
ム

ベ
キ
氏
は
〇
八
年
九
月
、
党
か
ら
辞
任
要
求
を
突
き
付
け
ら
れ
、
大

統
領
任
期
を
六
ヵ
月
残
し
た
状
態
で
辞
任
し
た
。
失
脚
同
然
と
も
い

え
る
辞
任
劇
は
、
民
主
化
後
の
南
ア
に
お
け
る
再
分
配
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
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成
長
と
再
分
配
の
狭
間
で

　

半
年
間
の
モ
ト
ラ
ン
テ
暫
定
政
権
を
経
て
、
ズ
マ
政
権
が

二
〇
〇
九
年
五
月
に
発
足
し
た
。
再
分
配
に
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た

と
さ
れ
る
ム
ベ
キ
政
権
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
登
場
し
た
経
緯

ゆ
え
に
、
ズ
マ
政
権
の
発
足
当
初
は
、
ム
ベ
キ
前
政
権
下
で
後
景
に

退
い
て
い
た
再
分
配
の
問
題
が
優
先
課
題
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
期
待
も
一
部
に
存
在
し
て
い
た
。

　

し
か
し
現
実
は
違
っ
た
。
ズ
マ
氏
は
就
任
前
か
ら
数
々
の
汚
職
疑

惑
や
レ
イ
プ
疑
惑
に
ま
み
れ
、
在
任
中
は
南
ア
政
府
全
体
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
透
明
性
が
著
し
く
低
下
し
、
大
統
領
辞
任
か
ら
三
年
後
の

二
一
年
七
月
、
遂
に
法
廷
侮
辱
罪
で
禁
錮
一
年
三
ヵ
月
の
実
刑
判
決

を
受
け
収
監
さ
れ
た
。
ム
ベ
キ
前
政
権
時
代
に
形
成
さ
れ
た
富
裕
な

黒
人
が
益
々
豊
か
に
な
る
図
式
は
是
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ズ
マ
氏

の
出
身
民
族
で
あ
る
ズ
ー
ル
ー
人
の
政
治
家
や
企
業
家
に
利
権
が
転

が
り
込
む
ネ
ポ
テ
ィ
ズ
ム
（
縁
故
主
義
）
に
よ
っ
て
上
書
き
さ
れ
、

経
済
の
低
成
長
が
常
態
化
し
た
。
ム
ベ
キ
政
権
時
代
に
積
み
上
げ
た

南
ア
の
国
際
的
な
信
用
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
た
ズ
マ
政
権
は
一
八
年

二
月
に
退
場
し
、
ラ
マ
ポ
ー
ザ
政
権
が
発
足
し
た
。

　

ズ
マ
政
権
下
で
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
低
下
を
嫌
う
外
国
企
業
が
南

ア
へ
の
投
資
を
見
合
わ
せ
た
た
め
、
南
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
投

資
の
割
合
は
低
下
し
続
け
た
。
経
常
収
支
が
恒
常
的
赤
字
の
南
ア

は
、
海
外
か
ら
の
資
本
流
入
な
し
で
は
投
資
資
金
不
足
に
陥
り
、
物

資
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
力
が
低
下
し
や
す
く
な
る
。
す
る
と
輸
入

が
増
加
し
、
さ
ら
な
る
経
常
収
支
の
赤
字
を
招
く
悪
循
環
に
陥
る
。

一
九
九
四
年
の
民
主
化
後
、
政
界
を
離
れ
て
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
身
を

置
い
て
い
た
ラ
マ
ポ
ー
ザ
氏
は
、
南
ア
経
済
の
問
題
の
構
造
を
深

く
理
解
し
て
お
り
、
就
任
直
後
か
ら
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
）、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
中
国
な
ど
を
訪
問
し
て
投
資
を
誘
致
し
、

ズ
マ
政
権
下
で
傷
つ
い
た
南
ア
経
済
の
再
生
に
尽
力
し
て
き
た
。

二
〇
二
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
に
苦
し
ん
で
い

る
が
、
高
い
実
務
能
力
は
健
在
で
あ
る
。

　

ゼ
ロ
成
長
に
近
い
状
態
が
常
態
化
し
て
い
る
南
ア
経
済
の
現
状
を

考
え
る
と
、当
面
は
投
資
資
金
の
確
保
を
通
じ
て
生
産
力
を
強
化
し
、

成
長
率
を
上
げ
る
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
ム
ベ
キ

政
権
の
先
例
が
示
す
よ
う
に
、
経
済
運
営
で
国
際
的
な
評
価
を
得
よ

う
と
も
、
国
内
で
貧
困
層
や
若
年
層
が
疎
外
感
を
抱
く
よ
う
に
な
る

と
、
政
権
は
不
安
定
化
し
て
し
ま
う
。
ラ
マ
ポ
ー
ザ
政
権
は
、
ど
こ

か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
ら
か
の
形
の
再
分
配
政
策
を
打
ち
出
さ
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。
マ
ン
デ
ラ=

デ
ク
ラ
ー
ク
の
コ
ン
ビ
が
手
を

付
け
な
か
っ
た
再
分
配
と
い
う
課
題
は
、
民
主
化
か
ら
三
〇
年
が
経

過
し
た
今
も
南
ア
に
重
く
の
し
か
か
り
続
け
て
い
る
。
●




